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21世紀の先進治療
　
同
院
で
は
開
院
か
ら
19
年
間
に
わ
た
っ

て
日
帰
り
手
術
を
行
っ
て
お
り
、
２
０
１

８
年
度
は
７
８
６
症
例
を
実
施
。
日
帰
り

手
術
の
対
象
と
な
る
疾
患
は
、
鼻
で
は
副

鼻
腔
炎
の
内
視
鏡
手
術
（
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）
や
ア

レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
、
耳
で
は
中
耳
炎
に
と

も
な
う
鼓
膜
、
鼓
室
形
成
術
、
耳
硬
化
症

な
ど
。
い
ず
れ
も
術
後
数
日
か
ら
１
週
間

程
度
の
入
院
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
多
い

が
、
同
院
で
は
日
帰
り
で
の
手
術
が
可
能

だ
。

　
「
ア
メ
リ
カ
で
は
手
術
の
８
割
以
上
は
日

帰
り
で
行
わ
れ
、
術
後
の
通
院
も
驚
く
ほ

ど
短
い
。
本
来
す
べ
き
治
療
を
省
略
し
て

い
る
の
で
は
と
誤
解
さ
れ
る
方
も
い
ま
す

が
、
決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先

進
医
療
機
器
、
独
自
開
発
し
た
手
術
支
援

機
器
や
術
法
な
ど
、
高
度
な
専
門
性
や
技

術
の
裏
付
け
が
あ
っ
て
こ
そ
、
日
帰
り
手

術
は
実
現
で
き
る
の
で
す
」
と
細
田
院
長

は
力
説
す
る
。

　
放
射
線
被
ば
く
量
を
大
幅
に
軽
減
す
る

Ｃ
Ｔ
検
査
装
置
や
、
患
者
の
Ｃ
Ｔ
画
像
と

手
術
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
、
高
解

像
度
の
４
Ｋ
内
視
鏡
カ
メ
ラ
も
導
入
。

「
治
療
に
有
効
な
機
器
は
導
入
す
る
」
と

の
考
え
か
ら
、
院
内
に
は
先
進
機
器
が
揃

う
。

　
独
自
の
技
術
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
き

た
。
例
え
ば
代
表
的
な
副
鼻
腔
炎
の
内
視

鏡
手
術
の
場
合
、
一
般
的
に
は
マ
イ
ク
ロ

デ
ブ
リ
ッ
タ
ー
（
電
動
式
切
除
機
器
）
を

用
い
る
が
、
術
野
の
血
液
な
ど
に
よ
る
汚

れ
や
吸
引
の
つ
ま
り
に
よ
る
中
断
な
ど
を

防
ぐ
た
め
、
洗
浄
、
吸
引
機
能
を
付
加
し
、

凝
固
止
血
が
同
時
に
行
え
る
ジ
ェ
ッ
ト
イ

リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
や
、
中
耳
手
術

で
は
、
異
物
反
応
を
抑
え
、
ず
れ
が
生
じ

に
く
い
軟
骨
接
合
型
人
工
耳
小
骨
な
ど
を

メ
ー
カ
ー
と
共
同
で
開
発
。
手
術
時
間
の

短
縮
と
低
侵
襲
化
を
行
い
、
よ
り
安
全
で

正
確
な
手
術
を
具
現
化
し
て
い
る
。

　
難
易
度
が
高
い
と
さ
れ
る
耳
硬
化
症
の

ア
ブ
ミ
骨
手
術
も
日
帰
り
手
術
で
行
な
っ

て
い
る
。「
耳
の
手
術
で
そ
の
日
に
帰
れ

な
い
一
番
の
要
因
は
、
術
後
の
め
ま
い
で

す
。
こ
の
め
ま
い
を
防
ぐ
方
法
を
確
立
す

る
こ
と
で
、
当
院
で
は
手
術
当
日
に
皆
さ

ん
独
歩
で
帰
宅
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
説
明

す
る
。

　
手
術
は
全
身
麻
酔
で
は
な
く
痛
み
の
な

い
局
所
麻
酔
で
実
施
。「
局
所
麻
酔
な
ら

手
術
中
に
お
話
し
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

モ
ニ
タ
ー
に
病
態
を
映
し
出
し
て
患
者
様

に
説
明
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
確

保
す
る
こ
と
が
手
術
の
安
全
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
手
術
時
だ
け
で
な
く
、
処
置
中

も
医
師
と
共
に
モ
ニ
タ
ー
を
共
有
し
、
治

療
の
経
過
を
可
視
化
す
る
『
目
に
見
え
る

医
療
』
も
当
院
の
特

長
の
ひ
と
つ
で
す
」

と
細
田
院
長
は
語
る
。

　
現
在
、
同
院
に
は

細
田
院
長
を
含
め
４

人
の
医
師
が
在
籍
し
、

毎
週
症
例
検
討
会
を

行
い
、
難
治
症
例
な

ど
の
治
療
方
針
に
つ

い
て
検
討
。
複
数
の
医
師
で
検
討
す
る
こ

と
で
、
よ
り
よ
い
医
療
を
提
供
で
き
る
こ

と
も
同
院
の
強
み
で
あ
る
。

　
「
日
本
で
は
開
業
す
る
と
メ
ス
を
置
か
ざ

る
を
得
な
い
耳
鼻
科
医
が
多
い
の
で
す
。

よ
り
低
侵
襲
で
適
切
な
医
療
の
選
択
と
短

期
間
に
確
実
な
治
癒
を
模
索
す
る
こ
と
が
、

今
後
の
耳
鼻
科
医
療
の
発
展
に
も
繋
が
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。
治
せ
る
病
気
に
対
し

て
は
、
患
者
様
が
病
気
か
ら
開
放
さ
れ
、

ご
自
分
の
人
生
の
目
的
を
十
二
分
に
達
成

し
て
頂
け
る
こ
と
が
私
の
目
標
で
も
あ
り

ま
す
。」
と
細
田
院
長
。
同
院
の
ロ
ゴ
マ

ー
ク
に
は
、
病
気
を
早
く
終
わ
り
に
し
よ

う
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

 
 

先
進
医
療
機
器
を
備
え

手
術
支
援
機
器
を
独
自
開
発

よ
り
安
全
で
正
確
な

日
帰
り
手
術
に
努
め
る
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耳
鼻
の
日
帰
り
手
術
を
積
極
的
に
行
い

患
者
へ
の
負
担
が
少
な
い
医
療
を
実
践

細
田
耳
鼻
科

EA
R
 CLIN

IC
大
阪
府
豊
中
市
に
あ
る
細
田
耳
鼻
科EA

R C
LIN
IC

（
細
田
泰
男
院
長
）は
、２
０
０
０
年
の

開
業
以
来
、副
鼻
腔
炎（
蓄
膿
症
）の
内
視
鏡
手
術
を
は
じ
め
、中
耳
炎
の
鼓
膜
、鼓
室
形
成

術
な
ど
、年
間
約
８
０
０
症
例
の
日
帰
り
手
術
を
実
施
。「
適
切
な
医
療
で
、で
き
る
だ
け
短

期
間
に
治
療
を
完
了
す
る
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、患
者
の
身
体
、経
済
、時
間
の
負
担
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
患
者
フ
ァ
ー
ス
ト
な
医
療
を
実
践
し
て
い
る
。


